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①高脂血症治療薬として広く使用されているHMG-CoA還元酵素阻害剤
（スタチン）が持つ抗炎症・免疫抑制作用を、ミエロイド系樹状細胞
（mDC）をアレルギーのターゲットして解析した。

②形質細胞様樹状細胞（pDC）を自己免疫疾患のターゲットにして、SLE
の診断マーカーの開発ならびにSLE治療薬MMFの作用機序の解明を行った。
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①: アレルギーに対する新たなターゲットしてのmDCと、それを抑制する
薬剤の一つとしてのスタチンの同定。今後の新たな創薬への橋渡しとなる成
果と考えられる。
②-1: SLEの新たな診断マーカーとしてのIFN-aとHMGB1の同定。今後
の実用化への特許申請中（特願2020-115916（出願日 2020/7/3）
名称：「活動的全身性エリテマトーデスの鑑別用バイオマーカー」）
②-2: SLE治療薬のMMFの作用機序解明と今後の新たな創薬への橋渡しと
なる成果と考えられる。
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